
 

 

 

 

 

 

 

 

自分ができることを全力でやることが大切 ～２学期始業式～ 

夏休みが終わり、静かだった学校に子供たちの元気な

声が戻ってきました。２学期の始業式で、子供たちには

以下のような話をしました。 

 

夏休み、パリオリンピックのテレビ観戦を楽しみました。ものすごい努力

を重ねてきたトップアスリートの全力の戦いは、本当に感動します。 

今回は、逆転劇が多かったように感じます。逆転劇の中でも、特に、ス

ケートボード男子ストリートの堀米選手や体操男子団体総合は、作り話の

ような劇的な金メダルでした。逆に、負けてしまった逆転劇もありました。バ

レーボール男子のイタリア戦やバスケットボール男子のフランス戦、柔道団体のフランス戦もそうでした。あと１点、あと数秒、

あと１勝、これをものにするかどうか。勝負の世界は紙一重だと思いました。 

卓球男子団体も逆転負けを喫して、メダルを逃しました。その後の張本選手の言

葉が印象に残りました。「努力したからメダルを取れるわけではないが、僕たちにでき

るのは努力し続けることだけ」。オリンピック観戦をとおして、自分ができることを全力

でやることが大切だということを、改めて心にとめることができました。 

今日から 2 学期です。担任の先生や仲間と一緒に、「気づき、考え、実行する」を

キーワードに、自分がやれることを全力でやって、1 学期よりももっともっと、楽しい学校

生活を作り上げていきましょう。みんなの活躍を楽しみにしています。 

 

 夢畑に咲くヒマワリのように、明るく強くしなやかな中部っ子の育成に向けて、家庭や地域

と協働しながら、授業や行事等の充実を図っていきます。 

 

コミュニティ・スクール 環境整備部会の学校支援活動 ～校内と夢畑の草刈り～ 

令和 6年８月２４日（土）、地域の方が校内と夢畑の草刈りをして

くださいました。朝早くから草刈り機等を使って、広範囲にわたって

草を刈っていただきました。夢畑では、ヒマワリが点在しているの

で、神経を使う大変な作業だったと

思います。また、今回の草刈り以外

でも、地域の方が、早朝から運動場

の草取りをしてくださっていました。これらの活動を子供た

ちにしっかりと伝えたいと思います。自分たちは地域の方々

に支えられているということを実感できるようにすることが

学校の責務だと思っています。ありがとうございました。 
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中部小を力強く見守るヒマワリ 

中部小の態度目標を確認する 

中部っ子が楽しく運動できるように 

ヒマワリを刈らないように… 


